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✕✕

□

○現在又は将来の生活等に関する希望について、本人や保護者、保育者で相談しながら 

記入します。 

○本人や保護者の願いが、いつの時点のものか、分かるように工夫して記入します。 

○得意なことや好きなこと等を把握し、 

サポートの内容を検討する際の手掛かりとします。 
○記入された情報が、家庭からの情報か、園の情報か、 

分かるように工夫して記入します。 
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○サポートの方向性は、 

①目標（長期、前期、後期） 

②手立て 

③サポート方法の３つの観点 

で検討します。 

○人的、物的、自然・社会 等 

○必要に応じて個別の指導計画と連携します。 

○教育、家庭、医療や福祉などの関係機関が一貫した支援 
を行うため、関係機関等の役割を明確にします。 

○評価については、引継ぐ事項の根拠となります。 

○上記の項目以外で必要な事項（支援する者が特に配慮すべき点など）があれば、ここに記入します。 

〇署名してください。 

○色付の欄は担任等が記入します。 
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☑

□

□

□

○現在又は将来の生活等に関する希望について、本人や保護者、保育者で相談しながら 

記入します。 

○本人や保護者の願いが、いつの時点のものか、分かるように工夫して記入します。 
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①目標（長期、前期、後期） 

②手立て 
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○サポートの方向性は、 

①目標（長期、前期、後期） 

②手立て 

③サポート方法の３つの観点 

で検討します。 
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○サポートの方向性は、 

①目標（長期、前期、後期） 

②手立て 

③サポート方法の３つの 

観点で検討します。 

○人的、物的、自然・社会 等 

○必要に応じて個別の指導計画と連携します。 
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